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補強の基本補強の基本補強の基本補強の基本

補強にあたっては、構造物がその使用目的に補強にあたっては、構造物がその使用目的に補強にあたっては、構造物がその使用目的に補強にあたっては、構造物がその使用目的に

適合し、安全で耐久的であるとともに、補強工事適合し、安全で耐久的であるとともに、補強工事適合し、安全で耐久的であるとともに、補強工事適合し、安全で耐久的であるとともに、補強工事

の施工性や補強後の維持管理の容易さを考慮の施工性や補強後の維持管理の容易さを考慮の施工性や補強後の維持管理の容易さを考慮の施工性や補強後の維持管理の容易さを考慮

し、かつ総合的にみて経済的であり、環境によくし、かつ総合的にみて経済的であり、環境によくし、かつ総合的にみて経済的であり、環境によくし、かつ総合的にみて経済的であり、環境によく

適合するように設計しなければならない。適合するように設計しなければならない。適合するように設計しなければならない。適合するように設計しなければならない。



「「「「補強計画補強計画補強計画補強計画」」」」のののの流流流流れれれれ

（１）補強の対象とする既設構造物に要求される性能（１）補強の対象とする既設構造物に要求される性能（１）補強の対象とする既設構造物に要求される性能（１）補強の対象とする既設構造物に要求される性能
を明確にして全体計画を立案する。を明確にして全体計画を立案する。を明確にして全体計画を立案する。を明確にして全体計画を立案する。
（２）既設構造物の点検を行う。（２）既設構造物の点検を行う。（２）既設構造物の点検を行う。（２）既設構造物の点検を行う。
（３）構造物の有する性能を評価し、要求性能を満足（３）構造物の有する性能を評価し、要求性能を満足（３）構造物の有する性能を評価し、要求性能を満足（３）構造物の有する性能を評価し、要求性能を満足
しているかどうかを照査する。しているかどうかを照査する。しているかどうかを照査する。しているかどうかを照査する。
（４）（４）（４）（４）要求性能を満足しないことが明らかとなり、かつ要求性能を満足しないことが明らかとなり、かつ要求性能を満足しないことが明らかとなり、かつ要求性能を満足しないことが明らかとなり、かつ
補強することによって継続使用する場合、補強設計補強することによって継続使用する場合、補強設計補強することによって継続使用する場合、補強設計補強することによって継続使用する場合、補強設計補強することによって継続使用する場合、補強設計補強することによって継続使用する場合、補強設計補強することによって継続使用する場合、補強設計補強することによって継続使用する場合、補強設計
を行うを行うを行うを行う。。。。
（５）適用する補強工法を選択し、使用材料、構造（５）適用する補強工法を選択し、使用材料、構造（５）適用する補強工法を選択し、使用材料、構造（５）適用する補強工法を選択し、使用材料、構造
諸元、施工方法を設定する。諸元、施工方法を設定する。諸元、施工方法を設定する。諸元、施工方法を設定する。
（６）補強後の構造物の性能を評価し、要求性能を満（６）補強後の構造物の性能を評価し、要求性能を満（６）補強後の構造物の性能を評価し、要求性能を満（６）補強後の構造物の性能を評価し、要求性能を満
足するかどうかを照査する。足するかどうかを照査する。足するかどうかを照査する。足するかどうかを照査する。
（７）選択した補強工法、施工方法により要求性能を（７）選択した補強工法、施工方法により要求性能を（７）選択した補強工法、施工方法により要求性能を（７）選択した補強工法、施工方法により要求性能を
満足する補強構造物が実現可能と判断された場合、満足する補強構造物が実現可能と判断された場合、満足する補強構造物が実現可能と判断された場合、満足する補強構造物が実現可能と判断された場合、
補強工事を実施する。補強工事を実施する。補強工事を実施する。補強工事を実施する。



START

補強工法補強工法補強工法補強工法のののの選択選択選択選択

補強後補強後補強後補強後にににに要求要求要求要求

されるされるされるされる性能性能性能性能

補強工事補強工事補強工事補強工事のフローのフローのフローのフロー

構造諸元構造諸元構造諸元構造諸元、、、、施工方法施工方法施工方法施工方法のののの仮定仮定仮定仮定

補強構造物補強構造物補強構造物補強構造物のののの

性能性能性能性能のののの照査照査照査照査

補強工事補強工事補強工事補強工事のののの実施実施実施実施

性能照査性能照査性能照査性能照査

OK

NG

補強構造物補強構造物補強構造物補強構造物のののの供用供用供用供用、、、、

維持管理維持管理維持管理維持管理

END



補補補補 強強強強 工工工工 法法法法 のののの 種種種種 類類類類

コンクリート部材の交換コンクリート部材の交換コンクリート部材の交換コンクリート部材の交換 打打打打換え工法換え工法換え工法換え工法
コンクリート断面の増加コンクリート断面の増加コンクリート断面の増加コンクリート断面の増加 増増増増厚工法厚工法厚工法厚工法

巻立て巻立て巻立て巻立て工法工法工法工法

補強工法補強工法補強工法補強工法

部材の増加部材の増加部材の増加部材の増加 縦縦縦縦桁増設工法桁増設工法桁増設工法桁増設工法
支持点の増加支持点の増加支持点の増加支持点の増加 支持支持支持支持工法工法工法工法
補強部材の増加補強部材の増加補強部材の増加補強部材の増加 鋼板鋼板鋼板鋼板接着工法接着工法接着工法接着工法

ＦＲＰＦＲＰＦＲＰＦＲＰ接着工法接着工法接着工法接着工法
鋼板巻立て工法鋼板巻立て工法鋼板巻立て工法鋼板巻立て工法

プレストレスの導入プレストレスの導入プレストレスの導入プレストレスの導入 プレストレスプレストレスプレストレスプレストレス導入工法導入工法導入工法導入工法
（外ケーブル工法含む）（外ケーブル工法含む）（外ケーブル工法含む）（外ケーブル工法含む）



コンクリート構造物の

補 強

土木学会では既存構造物の補強指針（案）土木学会では既存構造物の補強指針（案）土木学会では既存構造物の補強指針（案）土木学会では既存構造物の補強指針（案）

を作成している。補強工法として取り上げてを作成している。補強工法として取り上げてを作成している。補強工法として取り上げてを作成している。補強工法として取り上げて

いるのは、以下の３工法である。いるのは、以下の３工法である。いるのは、以下の３工法である。いるのは、以下の３工法である。

○○○○外ケーブル工法外ケーブル工法外ケーブル工法外ケーブル工法

○○○○接着・巻立て工法接着・巻立て工法接着・巻立て工法接着・巻立て工法

○○○○増厚・巻立て工法増厚・巻立て工法増厚・巻立て工法増厚・巻立て工法



外ケーブル工法外ケーブル工法外ケーブル工法外ケーブル工法

構造部材の外部に構造部材の外部に構造部材の外部に構造部材の外部に緊張材緊張材緊張材緊張材を配置し、を配置し、を配置し、を配置し、

定着部あるいは偏向部を介して部材に定着部あるいは偏向部を介して部材に定着部あるいは偏向部を介して部材に定着部あるいは偏向部を介して部材に

緊張力を与えることにより補強する緊張力を与えることにより補強する緊張力を与えることにより補強する緊張力を与えることにより補強する工法工法工法工法



材材材材 料料料料 のののの 品品品品 質質質質

○○○○ 外ケーブル外ケーブル外ケーブル外ケーブルの品質は、引張強度に加え、その他のの品質は、引張強度に加え、その他のの品質は、引張強度に加え、その他のの品質は、引張強度に加え、その他の

強度特性、ヤング係数その他の変形特性、熱的特性強度特性、ヤング係数その他の変形特性、熱的特性強度特性、ヤング係数その他の変形特性、熱的特性強度特性、ヤング係数その他の変形特性、熱的特性

等の材料特性によって表される。等の材料特性によって表される。等の材料特性によって表される。等の材料特性によって表される。

○○○○ 外ケーブルは、外ケーブルは、外ケーブルは、外ケーブルは、保護管もしくは棒製材保護管もしくは棒製材保護管もしくは棒製材保護管もしくは棒製材を用いて保護を用いて保護を用いて保護を用いて保護○○○○ 外ケーブルは、外ケーブルは、外ケーブルは、外ケーブルは、保護管もしくは棒製材保護管もしくは棒製材保護管もしくは棒製材保護管もしくは棒製材を用いて保護を用いて保護を用いて保護を用いて保護

し、その品質が経時的に変化しないよう適切に保護すし、その品質が経時的に変化しないよう適切に保護すし、その品質が経時的に変化しないよう適切に保護すし、その品質が経時的に変化しないよう適切に保護す

ることを原則とする。ることを原則とする。ることを原則とする。ることを原則とする。

○○○○ 定着具および接続具定着具および接続具定着具および接続具定着具および接続具は、定着または接続される外は、定着または接続される外は、定着または接続される外は、定着または接続される外

ケーブルの引っ張り荷重の特性値もしくは規格値以下ケーブルの引っ張り荷重の特性値もしくは規格値以下ケーブルの引っ張り荷重の特性値もしくは規格値以下ケーブルの引っ張り荷重の特性値もしくは規格値以下

で破壊したり、著しい変形を生じることのないような構で破壊したり、著しい変形を生じることのないような構で破壊したり、著しい変形を生じることのないような構で破壊したり、著しい変形を生じることのないような構

造および強さを有するものでなければならない。造および強さを有するものでなければならない。造および強さを有するものでなければならない。造および強さを有するものでなければならない。



巻立巻立巻立巻立てててて工法工法工法工法

鉄筋コンクリート、鋼材、ＦＲＰ等を既設コン鉄筋コンクリート、鋼材、ＦＲＰ等を既設コン鉄筋コンクリート、鋼材、ＦＲＰ等を既設コン鉄筋コンクリート、鋼材、ＦＲＰ等を既設コン

クリート断面の外側に巻立てて、既設部材とクリート断面の外側に巻立てて、既設部材とクリート断面の外側に巻立てて、既設部材とクリート断面の外側に巻立てて、既設部材と

の一体化を図り、合成構造とすることによりの一体化を図り、合成構造とすることによりの一体化を図り、合成構造とすることによりの一体化を図り、合成構造とすることにより

必要な耐荷力を確保する補強必要な耐荷力を確保する補強必要な耐荷力を確保する補強必要な耐荷力を確保する補強工法工法工法工法



巻立巻立巻立巻立てててて工法工法工法工法

鋼板（表面塗装）・鉄筋鋼板（表面塗装）・鉄筋鋼板（表面塗装）・鉄筋鋼板（表面塗装）・鉄筋
コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

鉄筋コンクリート柱の場合鉄筋コンクリート柱の場合鉄筋コンクリート柱の場合鉄筋コンクリート柱の場合

（断面図）（断面図）（断面図）（断面図）

（注）ＦＲＰシートも使用（注）ＦＲＰシートも使用（注）ＦＲＰシートも使用（注）ＦＲＰシートも使用
されている場合があるされている場合があるされている場合があるされている場合がある

充填材、接着剤充填材、接着剤充填材、接着剤充填材、接着剤
（樹脂、モルタル、（樹脂、モルタル、（樹脂、モルタル、（樹脂、モルタル、
コンクリート）コンクリート）コンクリート）コンクリート）

既設鉄筋コンクリート柱既設鉄筋コンクリート柱既設鉄筋コンクリート柱既設鉄筋コンクリート柱



鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート巻立巻立巻立巻立てててて工法工法工法工法

既設鉄筋既設鉄筋既設鉄筋既設鉄筋
コンクリート柱コンクリート柱コンクリート柱コンクリート柱

巻立て巻立て巻立て巻立て
鉄筋コンクリート鉄筋コンクリート鉄筋コンクリート鉄筋コンクリート



鋼板鋼板鋼板鋼板およびおよびおよびおよび連続繊維連続繊維連続繊維連続繊維シートのシートのシートのシートの接着接着接着接着・・・・巻立巻立巻立巻立てててて工法工法工法工法

鋼板鋼板鋼板鋼板 既設鉄筋既設鉄筋既設鉄筋既設鉄筋
コンクリート柱コンクリート柱コンクリート柱コンクリート柱

充填材充填材充填材充填材
接着剤接着剤接着剤接着剤

連続繊維連続繊維連続繊維連続繊維
シートシートシートシート

鋼板巻立て鋼板巻立て鋼板巻立て鋼板巻立て 連続繊維シート巻立て連続繊維シート巻立て連続繊維シート巻立て連続繊維シート巻立て



接着工法接着工法接着工法接着工法

鋼材、ＦＲＰ等をコンクリート断面の外側に鋼材、ＦＲＰ等をコンクリート断面の外側に鋼材、ＦＲＰ等をコンクリート断面の外側に鋼材、ＦＲＰ等をコンクリート断面の外側に

接着または固定して、既設部材のとの一体接着または固定して、既設部材のとの一体接着または固定して、既設部材のとの一体接着または固定して、既設部材のとの一体

化を図り、合成構造とすることにより必要な化を図り、合成構造とすることにより必要な化を図り、合成構造とすることにより必要な化を図り、合成構造とすることにより必要な

耐荷力を確保する耐荷力を確保する耐荷力を確保する耐荷力を確保する補強工法補強工法補強工法補強工法



上部構造
交通荷重 平成６年

設計荷重の増加（２０ｔｆ ２５ｔｆ）

交通荷重交通荷重交通荷重交通荷重のののの増加増加増加増加によるによるによるによる疲労強度疲労強度疲労強度疲労強度にににに対対対対するするするする対策例対策例対策例対策例



接接接接 着着着着 工工工工 法法法法

既設鉄筋コンクリート既設鉄筋コンクリート既設鉄筋コンクリート既設鉄筋コンクリート接着剤接着剤接着剤接着剤

鋼板または鋼板または鋼板または鋼板または
連続繊維シート連続繊維シート連続繊維シート連続繊維シート

定着ボルト定着ボルト定着ボルト定着ボルト
（連続繊維の（連続繊維の（連続繊維の（連続繊維の
場合には接着剤）場合には接着剤）場合には接着剤）場合には接着剤）



材料材料材料材料のののの品質品質品質品質（（（（鋼板鋼板鋼板鋼板およびおよびおよびおよび連続繊維連続繊維連続繊維連続繊維シートシートシートシート））））

鋼板接着工法鋼板接着工法鋼板接着工法鋼板接着工法



増増増増 厚厚厚厚 工工工工 法法法法

コンクリートを既設構造物の上面、コンクリートを既設構造物の上面、コンクリートを既設構造物の上面、コンクリートを既設構造物の上面、

下面または周囲に打設して断面を下面または周囲に打設して断面を下面または周囲に打設して断面を下面または周囲に打設して断面を

増加させる補強増加させる補強増加させる補強増加させる補強工法工法工法工法



増増増増 厚厚厚厚 工工工工 法法法法

コンクリート床版の場合コンクリート床版の場合コンクリート床版の場合コンクリート床版の場合

（断面図）（断面図）（断面図）（断面図）

増厚コンクリート増厚コンクリート増厚コンクリート増厚コンクリート

（繊維補強など）（繊維補強など）（繊維補強など）（繊維補強など）
表面処理＋モルタル表面処理＋モルタル表面処理＋モルタル表面処理＋モルタル

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋



RC床版の修繕方法

○○○○上面増厚工上面増厚工上面増厚工上面増厚工

法法法法

既設ＲＣ床版上面に

鋼繊維補強コンク鋼繊維補強コンク

リートを打継ぎ、既

設床版と増厚コンク

リートとを一体化さ

せることによって、Ｒ

Ｃ床版の補強を図る
工法。



○○○○下面増厚下面増厚下面増厚下面増厚工法工法工法工法
床版等の下面に鉄筋
等の補強材を配置し，
コンクリートまたはモ
ルタルにて一体化し，
既設鉄筋の応力やた
わみを低減させ，曲
げ耐力の向上等を図げ耐力の向上等を図
る工法である。

・ポリマーセメントモ
ルタルによる吹付け
工法

・鋼繊維補強モルタ
ルによる吹付け工法



施工不良などをなくすために施工不良などをなくすために施工不良などをなくすために施工不良などをなくすために

施工不良などをなくすためには施工不良などをなくすためには施工不良などをなくすためには施工不良などをなくすためには

技術技術技術技術

倫理倫理倫理倫理

起こさせない起こさせない起こさせない起こさせない

システム作成システム作成システム作成システム作成

今まで今まで今まで今まで
はははは

これかこれかこれかこれか
らはらはらはらは

倫理倫理倫理倫理 システム作成システム作成システム作成システム作成

技術に技術に技術に技術に

対する対する対する対する

誇り誇り誇り誇り

起こすことを起こすことを起こすことを起こすことを

前提とした前提とした前提とした前提とした

対策対策対策対策


